
中学校１年 国語 調査結果の考察

（１）設定通過率との比較 ※表中の数値は設問数

分類 観 点 別
計

設定通過率の 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 言語事項
＋10％ より高い ０ ０ ０ ０ ０
±10％ の範囲内 １ １ ３ ９ １４
－10％ より低い ０ ０ ３ ３ ６

計 １ １ ６ １２ ２０

（２）考察
① 全体について
ア 全設問の７割程度が設定通過率「±10%の範囲内」にあり、学習状況はおおむね良好である。
イ 「読むこと」と「言語事項」は、設問内容により通過率にばらつきがあり、課題がある。

② 成果
ア 「話すこと・聞くこと」では、話し手の意図を考えながら話の内容を聞き取ることが良好
である。

イ 「言語事項」は、漢字の読み、慣用句、書写（行書）の理解が良好である。
③ 課題
ア 「書くこと」では、自分の気持ちや考えを的確に書くために、身近な生活の中から課題や
材料を見付け、自分の考えをまとめることに課題がある。

イ 「読むこと」では、事象と意見などを読み分けて、文章の構成や展開を正確に捉えて内容
を読み取ったり、目的に応じて必要な情報を読み取ったりする力に課題がある。

ウ 「言語事項」では、語句の意味の変化、四字熟語などについての理解が十分とはいえない。

（３）今後の指導
ア 「書くこと」では、読書や情報活用に関連する指導との関連を図
り、日常生活に関わる様々な事象から書くべき課題を決めて書くこ
とができるよう計画的、継続的な指導に努めたい。
・書くための課題がもてるよう、学校生活や他教科等で学習した内
容から、疑問に思ったことや関心をもったことについて調べたり
意見を述べたりするなど「書く目的を明確にした言語活動」を工
夫する。
・書く材料を集める段階においては、「話すこと・聞くこと」の話題
設定や取材、「読むこと」の読書と情報活用に関する指導などとの
関連を図り効果的に指導する。

イ 説明的文章の指導においては、段落ごとに内容を捉え、事
実と意見を読み分けたり、様々な文章から必要な情報を集め
るために読んだりするための指導の充実を図りたい。
・問いを提示する段落と答を提示する段落の関係、筆者の考
えを提示する段落とその根拠となる具体例を提示している
段落の関係など、小学校の既習事項と関連付けながら段落
相互の関係を押さえる学習を取り入れる。

・文章の展開や構成、具体例の用い方、要旨や文章に表れて
いるものの見方や考え方など、比較する目的や対象を明ら
かにして読む言語活動を設定し、必要な情報を集めるため
の効果的な読み方について理解を深めさせる。

ウ 「言語事項」では、日常生活や読書において語感を磨き語彙を豊かにする指導の充実を図
りたい。
・語句の意味の変化は、意味との関わりを大切にしながら理解させ、語句の使用が一層豊か
になるよう指導の工夫を図る。
・ことわざや慣用句などを日常生活の中で相手や場面に応じて用いるようにさせたり、故事
成語の語源を探る活動を取り入れたりするなど、知識として身に付けるだけでなく、言葉
への興味・関心を高めるための学習活動の充実を図る。
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